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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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公益社団法人埼玉県獣医師会

第６７回定時総会及び懇親会等のご案内

日　　時　　　平成２７年₆月11日（木）

場　　所　　　大宮ラフォーレ清水園　₃階「蓬莱の間」
　　　　　　　　　さいたま市大宮区東町₂－₂₀₄
　　　　　　　　　電話　₀₄₈－₆₄₃－₁₂₃₄

受　　付　　　午後₁時から

内　　容　　　午後₁時２０分～　埼玉県獣医師政治連盟総会

　　　　　　　午後₂時～　　　埼玉県獣医師会総会

　　　　（主な議案）

　　　　　①　平成２７年度事業計画・収支予算に関する件

　　　　　②　平成２６年度事業報告・収支決算の承認に関する件

　　　　　③　役員の改選に関する件

　　　　　　　午後₅時～　懇親会（会費　５，０００円）

　　　　（主な来賓：敬称　略）

　　　　　　　埼玉県知事、埼玉県議会議長、埼玉県議会議員

　　　　　　　さいたま市長、さいたま市議会議長、さいたま市議会議員

　　　　　　　衆・参国会議員、日本獣医師会会長及び関係団体の長　等

　　　　　　　約２５０名

（予告）

�　総会議案等、詳細な内容につきましては、次号（第６18号　平成２７年₄月２０日編集）でお知らせしますが、

会員各位に於かれましては、事前に日程等調整の上、多数の出席をお願いします。

　（出欠席報告ハガキは、次号に同封します。）
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事 　 務 　 連 　 絡
平成２７年₁月２1日

　地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会
専務理事　　矢ケ崎　忠　夫

口蹄疫に関する情報の周知徹底について

　このことについて、平成27年₁月₈日付け事務連絡をもって、農林水産省消費･安全局動物衛生課
家畜防疫対策室長から別添のとおり通知がありました。貴会関係者に周知方よろしくお願いいたしま
す。
　口蹄疫への対応については、平成26年12月26日付け26日獣発第257号をもって、年末・年始及び春
節における口蹄疫等に関する防疫対策の強化について依頼したところですが、このたびの通知は、さ
らに本病に対する関係者の危機意識を高めるため、これまでの通知、事務連絡、電子メール、同省ホー
ムページへの掲載等による海外での発生情報や各種広報素材に加え、今般作成した参考資料も活用し、
牛豚飼養農家を中心とした関係者へ情報が行き渡るよう、①各都道府県庁舎等にある記者クラブへの
ブリーフィングや情報提供等を通じた地元紙・各紙地方版への記事掲載依頼、②都道府県・市町村の
広報誌、家保だより、リーフレットへの掲載、③ＨＰ、電子メール、ツイッター・フェイスブック等
のウェブツール、ＦＡＸ、電話、郵送等を用いた情報発信、④牛豚飼養農家、関係団体等への講習会・
研修会（他のテーマの講習会・研修会の機会を利用することも含む。）を周知手段とした活用を改め
て周知徹底し、実効性のある防疫措置の強化につなげるよう関係者への指導と、各都道府県における
特に牛豚飼養農家の目にとまる広報媒体等を通じた周知の工夫について、都道府県畜産主務課長あて
依頼した旨了知の上、関係者が一体となって本病に対する危機意識をさらに高めていくため、本会会
員への周知について特段の配慮が依頼されたものです。

� 事 　 務 　 連 　 絡
平成２７年₁月₈日

　公益社団法人　日本獣医師会　御中
農林水産省消費・安全局動物衛生課
家　畜　防　疫　対　策　室　長

口蹄疫に関する情報の周知徹底について

　日頃より、我が国の家畜衛生の推進に御理解・御協力をいただき、厚く御礼申し上げます。
　標記の件につきまして、別添のとおり都道府県畜産主務課長宛て通知しましたので、御了知いただ
き、関係者が一体となって本病に対する危機意識を更に高めていくためにも、貴職におかれましては、
会員各位にこの旨周知いただきますよう、特段のご配慮をお願いいたします。

写
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事 　 務 　 連 　 絡
平成２７年₁月₈日

　
都道府県畜産主務課長　殿

農林水産省消費・安全局動物衛生課
家　畜　防　疫　対　策　室　長

口蹄疫に関する情報の周知徹底について

　平素より家畜衛生の推進に御理解・御協力いただき感謝申し上げます。
　今月₆日、韓国家畜衛生当局は、京畿道の養豚農家₂戸の新たな発生とともに、同道の牛農家₁戸
で口蹄疫の発生が確認された旨を公表しました。本事案は、昨夏に₃年₃か月ぶりに同国で豚での本
病の発生が確認されて以降、初めての牛での発生事例となります。また、同国においては、先月以降、
本事案も含め、合計で35件の発生が確認されています。
　このように、韓国における口蹄疫の発生が継続している状況に加え、他の東アジア諸国でも継続的
に本病の発生が確認されている中、間もなくアジア地域における人・物の移動が一層盛んになる春節
（₂月19日）を迎えることもあり、我が国への本病ウイルスの侵入リスクが極めて高い状況にあります。
　これまで、貴都道府県におかれましては、「年末・年始及び春節における口蹄疫等に関する防疫対
策の強化について」（平成26年12月₈日付け26消安第4383号農林水産省消費・安全局長通知）等に基
づき、研修会の開催、情報の周知等について御対応いただいていることと存じます。
　このような状況の中、本病に対する関係者の危機意識を更に高めるため、これまで当方から発出し
ている通知、事務連絡、電子メール、当省ホームページへの掲載等でお知らせしている海外における
本病の発生情報や各種広報素材に加え、今段作成した別添の参考資料も活用し、牛豚飼養農家を中心
とした関係者に情報が行き渡るよう、以下のような手段を活用いただき改めて周知徹底し、実効性の
ある防疫措置の強化につなげていただくよう関係者への指導をお願いいたします。各都道府県におい
ては、特に牛豚飼養農家の目にとまる広報媒体等を通じた周知となるよう工夫いただきますようお願
いいたします。

　　○周知手段
　　◦�　各都道府県庁舎等にある記者クラブへのブリーフィングや情報提供等を通じた地元紙・各紙

地方版への記事掲載依頼
　　◦　都道府県・市町村の広報誌、家保だより、リーフレットへの掲載
　　◦�　ＨＰ、電子メール、ツイッター・フェイスブック等のウェブツール、FAX、電話、郵送等

を用いた情報発信
　　◦�　牛豚飼養農家、関係団体等への講習会・研修会（他のテーマの講習会・研修会の機会を利用

することも含む。）における周知

写
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平成２７年度 集合狂犬病予防注射関係資材売買契約会
　平成２７年₂月２５日（水）午後₁時３０分から、埼玉県獣医師会事務局において次の事項を協議した。

１　会長挨拶

　�　今後、高齢化の進展の中で、家庭動物の飼育頭数の減少が予想されており、動物病院や関連事業者の経

営環境は厳しくなるものと見込まれる。

　�　獣医師会の行っている狂犬病予防注射は社会に貢献する重要な公益事業であり、賛助会員各社とも十分

連携し、円滑に実施できるよう努めていきたい。

₂　協議事項

　⑴　平成２７年度集合狂犬病予防注射関係資材売買契約について

　　�　各社から提出された狂犬病ワクチン及び注射用資材等についての見積価格を比較検討し、資材ごとに

見積の最低価格を契約単価として各社と売買契約を締結することとなった。

　⑵　その他

　　�　集合狂犬病予防注射実施班ごとへの資材納入に当たっては、各社が班長と十分連絡を取り合い、資材

が円滑に納入されるよう要請した。

第１回開業部会運営委員会合同会議
　平成27年₂月26日（木）午後₁時30分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項を

協議した。

₁　会長挨拶

　�　獣医師や獣医療を取り巻く環境が大きく変化する中で、獣医師会の運営や獣医療の推進に当たっても

種々の課題を抱えている。政治的に解決を図らねばならない問題もあるが、本日は、年度末を控えた委員

会でもあり、開業第１及び第₂の両委員会の所掌事務に関する諸々の課題について検討いただき、次年度

につなげてもらいたい。

₂　協議事項

　⑴　獣医事を巡る情勢について

　　�　獣医師の就業状況や獣医科大学卒業生の動向、獣医師の行政処分が増加する中での獣医師の職業倫理

の確保などについて意見交換した。

　⑵　会員の入会促進について

　　　最近の会員の入退会の状況を踏まえた入会の促進方策等について検討した。

　⑶　傷病野生鳥獣保護対策等事業の推進について

　　　本事業における保護治療費の評価及び傷病野生鳥獣ボランティア制度の活用促進について検討した。

会 務 報 告
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第₄回　狂犬病予防委員会
　平成２７年₃月1２日（木）午後₁時３０分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項を
協議した。

₁　会長挨拶
　　今後、予想される人口減少は、動物病院経営を含め様々な分野に影響を及ぼすこととなる。
　�　本日は、₄月からの集合狂犬病予防注射の適確な実施に向けて協議いただくが、狂犬病予防注射の全国
の状況も踏まえ、狂犬病予防の在り方について情報を共有していきたい。

₂　協議事項
　⑴　平成２７年度集合狂犬病予防注射実施について
　　�　平成２７年度における実施予定者、ワクチン等の関係資材の購入及び班別配布計画並びに班長提出書類
等について協議、決定した。

　　�　また、事故が発生した場合には班長、委員、支部長等と十分連携の上、迅速・適確な対応を図るよう
徹底した。

　⑵　その他
　　�　獣医師の就業状況や獣医師の職業倫理の確保、狂犬病予防対策など、最近の獣医事を巡る情勢につい
て意見交換するとともに、当面の課題について協議した。

第₂回　班長会議
　平成２７年₃月1２日（木）開催の第₄回狂犬病予防委員会に引き続き、午後₃時から、さいたま市「埼玉県農
業共済会館」会議室において次の事項を協議した。

₁　会長挨拶
　�　昨年は公益法人への移行に伴い、改めて市町村との実施契約の締結を行うほか、消費税率引き上げ等の
問題もあり大変ご苦労をいただいたが、今回は各市町村のご理解の下、契約内容の変更はなく、円滑に予
防注射が実施できる見込みであり御礼申し上げたい。
　�　家庭動物の減少が予想される中で、動物病院を取り巻く環境は今後厳しくなるものと予想されるが、集
合狂犬病予防注射は公益事業であり、獣医師会としてもしっかりとした実施体制のもとで公益法人として
の責任を果たしていきたい。

₂　協議事項
　⑴　平成２７年度集合狂犬病予防注射実施について
　　�　狂犬病予防委員会の決定を踏まえ、平成２７年度の実施予定者、ワクチン等関係資材の購入及び班別配
布計画並びに班長提出書類等について説明し、円滑な実施を徹底した。

　　�　また、事故が発生した場合には、関係者との連携や事故報告書の提出などについて、迅速・適確な対
応を要請した。

　⑵　その他
　　�　獣医事を巡る情勢や集合狂犬病予防注射の実施状況等について報告されるとともに、当面の課題につ
いて意見交換した。
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新聞紙上で集合狂犬病予防注射の実施を啓発
　₄月からの集合狂犬病予防注射の実施を控え、新聞紙上に県民向けの啓発記事を掲載しました。

� 掲載日　₃月２1日（土）朝日新聞（朝刊）　
₃月２２日（日）読売新聞（朝刊）　
₃月２３日（月）埼玉新聞　　　　

第₄回　総務委員会
　平成２７年₃月18日（水）午後₁時３０分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項を

協議した。

₁　会長挨拶

　�　本委員会には、これから総会開催までの間、ご尽力いただくこととなるがよろしくお願いしたい。

　�　先日は、公益法人の検査が埼玉県庁により行われ、適正と評価された。公益法人への移行に当たってご

協力いただいた総務委員の皆さんに感謝する。

　�　また、今後、予想される少子高齢化の進展や人口の減少は、動物関連のみならず様々な分野に影響が現

れてくる。本日は、このような情勢についても、皆さんと情報を共有していきたい。

₂　協議事項

　⑴　獣医事を巡る情勢について

　　　獣医師や獣医療を取り巻く情勢について協議するとともに、今後の対応について意見交換した。

　⑵　平成２６年度事業収支決算見込みについて

　　　現時点における収支決算の見込みについて報告し承認された。

　⑶　平成２７年度事業計画並びに収支予算（案）について

　　　新年度予算における事業計画や事業内容などについて協議した。

　⑷　その他
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広告

埼玉県獣医師会に入会して
新入会員の抱負

農林支部　川越　浩平
（埼玉県秩父高原牧場）

　平成２５年₄月、埼玉県獣医師会に入会させて頂きました、
川越浩平（かわごえこうへい）と申します。
　平成２５年₃月に北里大学を卒業後、埼玉県庁に入庁し、
農林部の秩父高原牧場に配属されました。標高５７０mにあ
る県内唯一の公共牧場で、県内の酪農家から後継牛を預か
り、育成・繁殖業務を行うとともに、優良な肉用牛の育成・
供給を行っています。　
　学生時代に大動物に興味を持ち、出身地である埼玉県で
仕事がしたいと思い、この仕事を選びました。現在、主に
繁殖業務を担当していますが、繁殖技術の上達を感じた時、
自分が授精した牛が受胎した時にとてもやりがいを感じま

す。また、最近では受精卵移植、超音波診断の担当も任され、さらに技術を一層高めることを今の目標とし
ています。
　また、昔からスポーツが好きで、今は仲間でフットサルチームを作り、定期的に身体を動かしています。
そしてソフトボール大会にも参加させて頂き、昨年は₁勝することが出来ました。今後も農林部の一員とし
て少しでも貢献できるようしっかり練習すると同時に、大会を介して諸先生方との交流を深めて行ければと
思っております。
　まだまだ不慣れなことも多く、ご迷惑をお掛けすることもあるかと思いますが、埼玉県の畜産業の振興に
貢献できるよう努力して参りますので、今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い致します。

ひ　ろ　ば

直腸検査で受胎確認
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　₃月₈日（日）川越市南文化会館「ジョイフル」において、「バランス麻酔と周術期管理」と題して小動物麻酔

鎮痛サポート�長濱正太郎先生をお招きし、学術講習会を開催いたしました。

　各麻酔薬の特性を生かし、症例に合わせて、何を最優先とするかで麻酔薬の選択を行うバランス麻酔の概

念といろいろなケースでの麻酔薬の選択などのご講演をいただきました。

　また、メデトミジンを用いた急速覚醒・抜管法という新しい試みのご紹介もいただきました。

　大変お忙しい中、貴重なご講演を頂きました長濱先生、並びに天気の悪い中ご参加くださった多くの先生

方に感謝いたします。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南第一支部 南第二支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

５1名 2名 ５名 1名 ３２名 0名 1名 ６名 ４名

　平成27年₃月₁日（日）から₂日（月）にかけて栃木県鬼怒川温泉あさやホテルにて東支部の今年度₄回目の

講習会とその後の懇親会が開催されました。

　講習会は東支部幸手市にご自宅のある、日本獣医生命科学大学内科学教室第₂の教授の竹村直行先生を講

師としてお招きし、「猫の心筋症」について講義をしていただきました。講義のわかりやすさもさることなが

らご自身の経験もいろいろ教えていただ

き非常に今後の診療に役に立つものでし

た。

　また懇親会も東支部の良いところであ

る和気あいあいとした大変楽しいもので

した。

　大変お忙しい中、髙橋三男会長にも参

加していただき、貴重なお話と美しい美

声を我々に届けていただきました。

　参加者一同、あらためて東支部の良さ

を感じたのではないでしょうか。

西支部学術講習会開催報告

東支部研修旅行開催報告

西支部学術委員　　矢萩　智男

東支部支部長　　八木　賢裕
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　平成27年₃月19日（木）、埼玉県獣医師会ゴルフ同好会主催の第129回ゴルフコンペが、こだまゴルフクラ

ブにて24名が参加して開催されました。こだまゴルフクラブは日本学生ゴルフ選手権が行われ、また全国の

ゴルファーが選んだ、行ってよかったゴルフ場ランキング４５位に選ばれた素晴らしいゴルフ場です。

　天候は曇り、お昼から少し小雨が降りましたが、全員一日楽しくプレーをし、親睦を図りました。

表彰式

　優勝は西支部の豊泉正重先生でベスグロ優勝でした。準優勝は北支部の山田和男先生、第₃位は東支部の

高橋秀児先生でした。飛び賞は第₅位さいたま市支部小堺正人先生、第₇位東支部渋谷正志先生、第10位北

支部吉田初雄先生、第15位南第₁支部友成公一

先生、第20位賛助会員（武蔵野ペット霊園）山川

勝弘さん、ブービー賞はさいたま市の道野徹子

先生でした。（上位のスコアは、下記のとおりで

す。）

　賛助会員（共立製薬株式会社）の宮地英太郎さ

んが初参加でした。また、北支部の今井賢太郎

先生、北支部の吉田初雄先生、賛助会員（ゾエ

ティス）の亘憲一さんは久しぶりの参加なので

新ハンディになりました。

　次回は₇月₉日に開催する予定です。初参加

の先生も大歓迎ですので、埼玉県獣医師会ゴル

フ同好会の先生にお声掛けしてください。

第129回埼玉県獣医師会ゴルフ同好会コンペ結果報告

埼玉県獣医師会ゴルフ同好会　会長　斎藤　和也
　幹事　大野　秀樹

中村　久江

右から山田和男先生（準優勝）、豊泉正重先生（優勝）、
　　　高橋秀児先生（₃位）、大野秀樹先生

順　位 　競技者名 GROSS �HDCP �NET OUT �IN

優　勝 �豊　泉　正　重 　79 ��11 ��68 �40 �39

準優勝 �山　田　和　男 ��89 ��20 ��69 �42 �47

第₃位 �高　橋　秀　児 ��96 ��25 ��71 �43 �53
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訃　　報

故 　森田一先生のご逝去を悼んで

弔辞

本日ここに故　森田一先生の告別式に際し、公益社団法人埼玉県獣医師会を代

表いたしまして、謹んでご霊前に敬慕の情と哀悼の誠を捧げます。

　戦後７０年、時は流れ、世は大きく変革の時代を迎えた今日、まさに先人諸氏

のご尽力のもと、６０有余年の歴史ある我が埼玉県獣医師会も平成２７年という輝かしい年を迎え一か月、

今、力強くその新しい時代を歩まんとするその日、突然に入った先生の悲報に接し、未だその驚きを

禁じ得ません。

　ご家族、ご親族の皆様のご心中を察するに、余りあるものがございますが、悲しき現実の前に、た

だただ首を垂れるばかりであります。

　森田一先生は、昭和３年４月２７日、旧南埼玉郡武里村の名門、森田家の長男として生を受け、獣医

師となるべく若き志をもって我が国獣医界の名門、東京獣医畜産専門学校、現在の日本大学獣医学科

に学び優秀な成績でご卒業され、昭和２４年獣医師免許を取得したのち、学校からの強い要請を受け助

手として学生の指導に当たられておりました。

　その後、昭和３４年５月、地域の大きな期待と付託に応え、ご当地において現在の森田一獣医科病院

を開設されました。

　開業当時は、我が国が戦後の復興に向けて大きく激動する中、食料の増産が強く求められるときに

あって、特に貴重な動物性タンパク質の供給源として畜産の振興が国策として叫ばれた時代でもあり

ましたことから、森田先生も地域農業者の大きな期待を背負い、牛や豚などの産業動物の診療業務に

邁進され、地域農業の発展と食糧増産に大きく貢献なされたところであります。

　このような森田先生の活動は、地域の方々から大きな信頼を受け、昭和３４年６月、弱冠３１歳という

若さで見ごと春日部市議会議員に当選、その後、１０期、３９年の間、市議会議員として市政発展や地域

の振興に大変なご尽力をされてきたところでございますが、平成１１年５月、周囲から大変惜しまれる

中、政界からご勇退をなされました。

　議員活動に於いては、春日部市議会の議長、副議長の要職を始め、総務常任委員長や埼玉県都市競

艇組合議会の議長、また春日部市都市計画審議会委員や公害対策審議会委員、更には埼玉県ＰＴＡ連

合会会長等、その役職の数々は、枚挙にいとまがございません。

　私ども、埼玉県獣医師会におきましても、地元会員の信頼厚く、埼玉県東支部の会員から強く推さ

れ、昭和３６年６月から４０年６月までの２期、４年の間、理事を、またその後に於いても獣医師会の開

業会員を取りまとめる開業部会運営委員会副委員長の要職を歴任されるとともに、傷ついた野生鳥獣

の保護治療活動には埼玉県の第一人者として取り組まれました。また、埼玉県獣医師会の総会では毎

回議長を務めて頂いたところでございますが、地方議会の議長として培ったその貴重な経験に裏打ち
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された適切な裁きは、今でも決して忘れることはありません。獣医師会と致しましても森田先生の貴

重な政治経験を活かし、４０数年の長きにわたり、埼玉県獣医師政治連盟の相談役をもお願いし温かい

ご指導を賜って参りました。

　森田先生のこのような幅広い活動に対し、埼玉県知事表彰はもとより、皇室ゆかりの日本鳥類保護

連盟の山科芳麿会長からも感謝状をいただくほか、昭和６０年には藍綬褒章を、更に平成１６年春の叙勲

にあたっては旭日小綬章の栄に輝かれたところでございます。

　このように全身全霊、幅広い活動に取り組まれた森田先生の大きなご功績は我々衆目の一致すると

ころでございますが、ご家庭にあっては、大変な家族思いで奥様とご一緒にテレビ等で大相撲を観覧

することを日々の楽しみにしていたと伺っております。

　今でも私は、平成１６年７月１０日、当時の土屋義彦埼玉県知事を始め、８００人もの多くの方々がご出

席の下で盛大に開催された叙勲祝賀会での席上、大相撲元三役呼び出しの福田永男さんによる相撲甚

句を聞き入る嬉しそうな森田先生のお顔と、その時、森田先生が心に培ってきたお言葉としておっしゃ

いました、「希望をもって一歩ずつ歩くこと。どんな時でも前を向いて顔を上げて歩くこと。そして

築かれた人との「和」が私の半生を支えてくれた。」とのお言葉が今でも脳裏から離れません。

　いまある我々埼玉県獣医師会は、森田先生のお蔭と言っても決して過言ではありません。先生亡き

あとも森田家に対し埼玉県獣医師会といたしましても、全力でバックアップして参る所存でございま

す。どうぞご安心ください。

　先生の残された地域の皆様に信頼と期待され親しんでもらえる開業獣医師としての望ましい姿を、

私たちは如何に時代が変わろうとも決して忘れることなく伝えて参りたいと存じます。

　私も埼玉県獣医師会会長としての多年にわたるこれまでの知識、経験を基に、日本獣医師会執行理

事として、また全国獣医師会会長会議の常設議長として、その持てる力を思う存分発揮し、先生を失っ

た悲しみを乗り越え、先生の残された数々の教えをこれからも受け継いで、地域に貢献する獣医師会

として、社会の期待に応えられるよう一層努力して参りますことをここにお誓い申し上げる次第でご

ざいます。

　先生を悼む気持ちは尽きません。しかしお別れを告げざるを得ない時が参りました。８７年の間、世

のため人のため、また家族のため、更には動物たちのために人生を全うされた森田先生に心から感謝

を申し上げるとともに、ご冥福を心からお祈り申し上げ、追悼の辞といたします。

　森田先生、有難うございました。

　　さようなら、

　　　さようなら、　

　　　　さようなら。

平成２７年２月１２日　　　　　　　　　　　

　　　　　公益社団法人　埼玉県獣医師会

　　　　　　会　長　髙 橋　三 男
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切り抜きニュース

食料自給率
「45％」現実路線転換
コメ離れ　達成に課題

　農林水産省は、カロリーベースの食料自給率の
目標を現行の「2020年度までに５０％」から「25年度
までに45％」へと初めて引き下げる。食料自給率
は39％で低迷しており、現実的な路線に転換す
る。ただ、カロリーベースの自給率が日本の農業
をどこまで反映しているのか疑問も根強く、「政策
目標に使うのは限界」との指摘もある。
� （下里雅臣、吉岡みゆき）
「カロリーベース」疑問も
　■既定路線
　17日に開かれる食料・農業・農村政策審議会（農
相の諮問機関）の企画部会に提示され、今後10年
間の農政運営の新たな基本計画に盛り込まれる。
月内にも閣議決定する方針だ。
　50％の目標は、民主党政権下の10年に従来の
45％から引き上げられた。民主党の政権公約（マ
ニフェスト）を反映させたが、当初から実現性が
疑問視されていた。1989年度以降、一度も50％を
上回ったことがないからだ。
　実際、自給率は13年度まで₄年連続で39％にと
どまった。政府内でも見直しを求める声が高まっ
ており、目標引き下げは「既定路線」（農水省幹部）
だった。
　ただ、「45％」も実現は簡単ではない。100％自給
できる主食米の消費量は、低下傾向に歯止めがか
からない。大詰めを迎えている環太平洋経済連携
協定（ＴＰＰ）交渉が妥結し、関税が大幅に引き下
げられれば、海外から安い農産物が大量に輸入さ
れ、自給率が低下する見込みだ。
　■限界
　新計画では同時に、生産額ベースの自給率を、
現行の70％から73％に引き上げる。野菜や果物な
ど高く売れる農産品への転換を促す狙いだ。付加
価値が高い「もうかる農業」を目指す。
　カロリーベースの自給率を農政の指標とする
と、コメ生産の重視に傾きがちになる。結果的に、
生産性の低い零細コメ農家を保護することにつな
がりかねない。

　財務省の試算では、自給率を₁ポイント上げる
には、小麦だと年間40万㌧の増産が必要になる。
これに伴い、農家への交付金は年間420億～790億
円増えるなど、そのコストは大きい。
　今後の10年間で日本の農政は大きな転換点を迎
える。18年度には、コメの価格維持のために生産
量を絞る生産調整（減反）が廃止される。一方、消
費が低迷する主食用米からの転換を進めるため、
飼料用米への転作補助金は拡充した。飼料用米を
続ければ、コメ農家を守り、カロリーベースの自
給率を押し上げられることが背景にある。
　宮城大名誉教授の大泉一貫氏（農業経済学）は、
「カロリーベースの食料自給率を示すことには『行
政の継続性』という意味しかなく、政策指標とし
ては限界にきている。やる気のある農家に施策を
集中させるべきだ」と指摘する。

Q 食料自給率の種類
　　　生産額・重さ異なる数値
Ｑ　食料自給率とは。
Ａ�　国内で消費される食料のうち、どの程度が国
産で賄われているかを示す指標のことだ。政府
は、供給カロリーを基にした自給率を政策目標
の一つにしている。かつては70％を上回ってい
たが、1989年度に50％を割り込み、近年は40％
前後で推移している。
Ｑ　問題点は。
Ａ�　輸入飼料で育てられることが多い牛や豚、鶏
の肉や卵は、国内で育てても輸入飼料分は国産
には含めない。また、野菜は肉に比べてカロ
リーが低いため、野菜の自給率がどんなに高く
ても、全体の自給率には反映しにくい仕組みに
なっている。
Ｑ　種類は。
Ａ�　生産額を基にした自給率も農水省は公表して
いる。2013年度は65％だった。品目別では、重
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捨て犬しつけ　命の重さ学ぶ
千葉の少年院　矯正教育に
全国初

　千葉県八
やち

街
また

市の八街少年院で、入所中の少年が
捨て犬をしつけ、訓練するプログラムが行われて
いる。殺処分される捨て犬を訓練し、家庭に戻す
ことを通じ、命を大切にする心や忍耐力を養うの
が狙い。全国初の試みだ。� （矢子奈穂）

　「ダウン（伏せ）」
　少年（19）が指示を出しても犬は動かない。少年
は少し困った表情を見せた。
　講師を務める一般財団法人「ヒューマニン財団」
（東京）のトレーナー鋒

ほこ

山
やま

佐恵さん（31）が「犬もあ
なたを信頼しているから大丈夫」と励ます。少年
が練習を繰り返すうち、犬が伏せをした。少年は
満面の笑みで犬の頭をなでた。
　八街少年院では、強盗や傷害などの犯罪をした
17～20歳の男子50人余りが生活を送る。矯正教育
の一環で昨年₇月から、少年₁人が犬₁匹を担当
し約₃か月間訓練するプログラムを始めた。
　自治体などに保護された捨て犬を同財団が引き
取り、平日の数時間、少年院で犬のしつけ訓練を
する。週末は地域のボランティアの家庭が犬を預
かり、少年と手紙での交流も持つ。訓練後は、希
望する家庭に譲渡する。これまで₆人がプログラ
ムに参加した。

さを基にした自給率を出している。
Ｑ　海外では。
Ａ�　海外では、生産額を基にする例が多い。カロ
リーベースは韓国、スイス、ノルウェーなど少
数派だ。

畜産をはじめ、食科自給率は低迷が続いている
（２014年₈月撮影）　　

読売新聞　₃月13日（金）

　少年院は全国に52か所あり、生活指導や心理教
育を行う。効果的な教育方法を模索する中、八街
少年院は、米国の刑務所で犬を使った教育の指導
経験がある鋒山さんの協力で、このプログラムを
考案した。
　法務省によると、矯正教育として捨て犬をしつ
け、家庭に譲る取り組みは全国初。同様のプログ
ラムを1993年から行うアメリカ・オレゴン州の少
年刑務所では、犬を訓練するうちに、忍耐力や責
任感などが養われ、自分を大切にする自尊感情も
向上したという。こうした力は再犯を防ぐことに
つながる。
　「命の重さを考えた」。昨年₇～10月にプログラ
ムに参加し、今も八街少年院にいる男性（20）は話
す。小学校高学年の頃から学校に行かなくなり、
傷害などで₅回逮捕された。少年院での生活は₂
度目。
　最初は犬のしつけがうまくいかず焦ったが、手
は上げなかった。義父からの暴力を思い出したか
らだ。犬に自分を重ね、「暴力を振るっても意味は
ないと思った」と話す。
　犬を捨てた飼い主の身勝手さに腹が立つ一方、
「自分も身勝手な行動をして多くの人を傷付けた」
と気づいた。同じ犬を世話するボランティア家庭
と、犬の様子を手紙などで報告しあったりもした。
　「殺処分される命を助けることができ、初めて
誰かの役に立てた」と語る。プログラムの修了式
で、バンダナに「幸せに生きろ」と書いて犬の首に
巻いた。涙がこぼれた。
　同少年院の法務教官山下嘉一さんは「参加者
は、愛情を注ぎな
がら犬と真剣に向
き合い、命の大切
さを実感し、責任
を全うしようと努
力している。社会
に出た後、この体
験を生かしてほし
い」と話す。

読売新聞　　
　₃月21日（土）

少年は犬との信頼関係を築きなが
ら、辛抱強くしつけ、訓練する（₂月
下旬、八街少年院で）＝三浦邦彦撮影
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鷹匠の技に釘付け
上里

　古くは天皇が行い、徳川将軍家が愛好した鷹
たか

狩
りが11日、上里町神保原町の神保原小学校の校庭
で実演された。タカを自在に操る鷹

たか

匠
じょう

の技に約
300人の児童から歓声と拍手が起きた。
　地元の獣医師でもある鷹匠の大橋邦

くに

啓
ひろ

さん（57）
と、アシスタントの南

なん

雲
くも

鮎
あゆ

美
み

さん（28）の₂人が、
腕から腕へと飛び移らせる「振り替え」や、タカを
獲物に向かって投げるようにして押し出す「羽

あ

合
わ

せ」などの技を披露した。
　体育館や校舎の屋根に留まったタカの周りに数
羽のカラスが現れて威嚇する「ハプニング」もあっ
たが、タカはカラスをまったく相手にせずに悠然
とした姿を見せていた。
　15日には福島県二本松市内の小学校を訪問し、
震災の復興支援の一環で鷹狩りなどを実演すると
いう大橋さん。児童を前に、小学₂年のころから
鷹匠になりたかったことを明かしながら、「タカも
人間と同じように親子や仲間の絆があり、助け合
いながら生きています」と語った。� （田中正一）

朝日新聞　₃月14日（土）

コハクチョウに矢
川島の越辺川
左首付近から貫通

　川島町の越辺川で₆日、ボウガンの矢が刺さっ
たコハクチョウ（体長約1．２㍍）が見つかった。コ
ハクチョウは保護され、矢を抜く手術を受けたが
大けが。東松山署はボウガンでコハクチョウを射

鷹匠の技を披露する大橋邦啓さん＝上里町神保原町

矢が刺さり（矢印部分）、動けなくなっている
コハクチョウ＝₆日午前₇時ごろ、川島町の
越辺川　　　　　　　　（斎藤岩男さん撮影）

たとみて鳥獣保護法違反などの疑いで捜査してい
る。
　手術に当たった東松山市の男性獣医師（79）によ
ると、₆日午前₆時ごろ、コハクチョウに矢が刺
さっているのを女性が見つけ獣医に連絡、獣医が
県東松山環境管理事務所などへ通報した。同日
夕、橋の下にうずくまっているところを関係者が
保護したという。
　矢は長さ約55㌢で、コハクチョウの左首付近か
ら右足の大腿（だいたい）骨を貫いていた。獣医は
「治るにしても₂、₃カ月はかかる」と説明する。
　矢が刺さったコハクチョウを撮影した桶川市の
斎藤岩男さん（65）によると、発見時は顔だけを動
かしており、立ち上がろうとしても転んでしまう
状態だった。
　付近の住民が₅日午後₆時半ごろに確認した際
には、矢の刺さったコハクチョウは発見されてお
らず、深夜に川で鳥が鳴いているのを聞いている
という。
　越辺川周辺では毎年秋にコハクチョウが飛来、
越冬する。₅日には38羽いたが₆日は矢が刺さっ
たコハクチョウを含め₅羽だったという。
� （磯田正重、勇有花子）

埼玉新聞　₃月₈日（日）
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
₆月1４日㈯
　～1５日㈰

第88回獣医麻酔外科学会／第1００回日本獣医循環器学会／第５５回日本獣医画像診断学会
２０1４春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₆月２２日㈰

南第一支部・南第二支部
　「獣医病理学をもっと身近に感じるために
　～専門医の立場から～」
　どうぶつの総合病院病理科　近藤広孝　先生
　（さいたま市　埼玉会館）

₈月２４日㈰

さいたま市支部
　「僧帽弁閉鎖不全症の外科適応と内科適応
　～循環器内科医の立場から～」
　東京動物心臓病センター日本獣医循環器
　学会認定医��岩永孝治　先生
　（さいたま市　大宮法科大学院大学）

₈月２４日㈰

東支部
　「犬と猫の消化管疾患診断アプローチと
　　治療のコツ2014」
　日本小動物医療センター消化器科　
　中島亘　先生
　（久喜市　久喜総合文化会館）

₉月₇日㈰ 平成２６年度　関東・東京合同地区獣医師大会（山梨）獣医学術関東・東京合同地区学会
（山梨県中巨摩郡昭和町　アピオ）

₉月２1日㈰
東支部
　「犬種別眼科疾患：柴犬・シーズー」
　どうぶつ眼科Eye�Vet　小林一郎　先生
　（越谷市　越谷サンシティ）

1０月1７日㈮

北支部・八日会、しゃくなげ会
埼玉県支部
　「子牛の免疫について」
　酪農学園大学
　大塚浩通　先生
　（�熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）

1０月19日㈰
西支部
　「内分泌を極める　副腎」
　東京大学　松木直章　先生　
　（川越市　川越南文化会館）

1０月２６日㈰

北支部・八日会
　「違いのわかる獣医師になろう!!
　前肢の歩行異常を見きわめる」
　日本大学生物資源科学部獣医学科
　枝村一弥　先生
�　（本庄市　児玉文化会館セルディ）

1０月２６日㈰

東支部
　「膝蓋骨脱臼治療の合併症
　橈骨・尺骨の骨折治療の合併症」
　コーネル大学（米国獣医外科専門医）
　林慶　先生
　（越谷市　越谷サンシティ）

1２月₇日㈰

南第一支部・南第二支部
　「動画から学ぶ！
　犬および猫の上部呼吸器疾患について」
　日本獣医生命科学大学　藤田道郎　先生
　（さいたま市　埼玉会館）

1２月1４日㈰

北支部・八日会
　「違いのわかる獣医師になろう!!
　後肢の歩行異常を見きわめる」
　日本大学生物資源科学部獣医学科
　枝村一弥　先生
　（本庄市��本庄商工会議所）

1２月２1日㈰
西支部
　「内分泌を極める　甲状腺」
　東京大学　松木直章　先生
　（川越市　川越南文化会館）

1２月２５日㈭
農林支部
　平成26年度埼玉県家畜保健
　衛生業績発表会
　（さいたま市　埼玉会館）

平成２７年
₂月₁日㈰

さいたま市支部
　「犬・猫の眼瞼・眼球腫瘍の病理
　／猫のパピローマウイルス関連皮膚腫瘍」
　どうぶつの総合病院病理科　近藤広孝　先生
　（さいたま市　With�You�さいたま）

₂月1３日㈮
　～1５日㈰

平成２６年度��日本獣医師会獣医学術学会年次大会（岡山）
（岡山市　岡山コンベンションセンターほか）

₂月
農林支部
　関東甲信越家保業績発表会（1３日（金））
（長野市　ＪＡ長野県ビル　アクティーホール）

衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

₃月₈日㈰
西支部
　「バランス麻酔と周術期管理」
　小動物麻酔鎮痛サポート　長濱正太郎　先生
　（川越市　川越南文化会館）

平成２6年度埼玉県獣医師会学術広報版
（平成２７年₃月２０日現在）
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₂月２０日～２２日　第11回日本獣医内科学アカデミー

学術大会（神奈川県横浜市　パシフィ

コ横浜）

₂月２５日　平成２７年度集合狂犬病予防注射関係資

材売買契約会（さいたま市　埼玉県農

業共済会館）

₂月２６日　第₁回開業部会運営委員会合同会議

（さいたま市　埼玉県農業共済会館）

₃月₁日　平成２６年度管理獣医師等育成支援事業

「高度獣医療講習会」（神奈川県伊勢原

市　ＦＯＲＵＭ246）

₃月１日　第４５回日本比較臨床医学会（東京都府

中市　東京農工大学）

₃月₈日　西支部学術講習会（川越市　川越南文

化会館）

₃月1０日　埼玉県配合飼料商協会４０周年記念行事

（さいたま市　さいたま新都心合同庁

舎　ほか）

₃月1０日　日本獣医師会第18回総務委員会（東京

都港区　日本獣医師会）

₃月1２日　第₄回狂犬病予防委員会・第₂回班長

会議（さいたま市　埼玉県農業共済会

館）

₃月18日　第₄回総務委員会（さいたま市　埼玉

県農業共済会館）

₃月19日　第₂回畜産懇話会（熊谷市　ホテルヘ

リテイジ）

₃月19日　第₄回畜産会役員会（熊谷市　ホテル

ヘリテイジ）

₃月２０日　平成２７年度日本獣医師会第₅回理事会

（東京都港区　日本獣医師会）

₃月２０日　平成２６年度学校法人シモゾノ学園大宮

国際動物専門学校卒業式（さいたま市

パレスホテル大宮）

₃月２６日　第₅回理事会・第₆回理事会（さいた

ま市　埼玉県農業共済会館）

₄月₅日　平成２７年度第１回関東・東京合同地区

獣医師会理事会（神奈川県横浜市　パ

シフィコ横浜）

₄月1０日　第３０回動物感謝デー企画検討委員会

（東京都港区　日本獣医師会）

₅月３1日　公益社団法人名古屋市獣医師会設立５０

周年記念式典・祝賀会（名古屋市中村

区　名古屋マリオットアソシアホテ

ル）

₆月11日　埼玉県獣医師会第６７回定時総会（さい

たま市　大宮ラフォーレ清水園）

₆月19日～２1日　第9０回日本獣医麻酔外科学会・

第1０２回日本獣医循環器学会・第５７回

日本獣医画像診断学会　２０1５年春季合

同学会（さいたま市　大宮ソニックシ

ティ）

事　務　局　メ　モ

ホームページ会員専用ページ　入室は　URL��http://www.saitama-vma.org/
ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

事務局より
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編　集　後　記
　毎年、人間の世界では様々な事が起こっ
ても、春はいつもの通りやって来てくれ
る。早いものでもう₄月、恒例の集合狂犬
病予防注射実施の時期です。県内でも色々
な注射会場があるだろうが、桜の花びらの
もとでの集合注射はなかなか風情がありま
す。会務報告にもある様に、例年通り集合
狂犬病予防注射資材売買契約会、狂犬病予
防委員会、班長会議が終了し準備が整いま
した。集合注射の実施頭数は毎年減少しつ
つありますが、市街地はともかく、広い農
村や山間地域を抱えた県内での集合注射の
役割は今後とも接種率の向上に欠かす事の
出来ない事業です。実施者の先生方、保健
所の先生方、市町村の職員の方々と共に協
力して、無事に集合注射が済む様お願い致
します。
　2019年のラグビーワールドカップで熊谷
のラグビー場を使用する事が決まった。県
南は Jリーグの浦和、大宮のチームの活躍
でサッカーは元気だが、もともとラグビー
の盛んな熊谷や深谷の県北地域が世界大会
で選ばれたのは大変嬉しい。
　そして、岩手の釜石はラグビーの町だ。
V₇を成し遂げた新日鐵釜石ラグビー部の
栄光の歴史を継いだ釜石シ―フォークス。
震災直後には、ボールの変わりに車いすの
お年寄りまで軽く運んだ、震災後のチーム
の活躍が街の復興に一役かったと聞く。亡
くなられた方が多い場所でのラグビー場建
設には意見もある様だが、ここは東北の
方々と共にスクラム組んで大漁旗をなびか
せ“日の丸チーム”を応援し、東北を盛り上
げましょう。
　あって欲しくない事だが、政治献金問題
が花盛りだ、“皆で渡れば怖くない”状態で
政治家は物の分別がつかないのか？国民皆
が必死に頑張っているのに、税金は上がる
一方で国には金が無い無いと言っていなが
ら、己の金でもないのに外国にまでお金を
ばらまいている。
　首相の中東訪問では言葉に慎重さが欠け
ていたのか？中東諸国への人道支援の₂億

ドルがイスラム国側に俺達にも同額払えば
人質を解放すると言われてしまった。言葉
の使い方には気を付けなければいけないと
つくづく感じた。
　先端医療が大変な問題になっている。群
馬大学医学部は大変だ。腹腔鏡手術のメ
リットは傷が小さくて目的を達せられる。
獣医療の世界でも既に始められているが、
通常の目視でのOPとは少々勝手が違う。
機材も高価で機械を操るのも難しい。よ
り充分な検査をしてからのOPになろう。
我々でさえも、動物が同じ手術で₄～₅年
の間に18匹、腹腔鏡手術₈匹、開腹手術1０
匹も亡くなったとしたら、普通にしてはい
られないし次の手術はやりたくない。飼い
主さんに合わせる顔が無い。新しい施術、
診療にはそれなりの技術や部位の解剖を熟
知し、トレーニングを積んでからのOPで
なければならない。我々にとっては1/10頭
だが、オーナーさんにとっては10/10頭で
ある。全てに通じる事だが、常にトレーニ
ングをして準備を怠ってはいけないと言う
事ではなかろうか？
　また、先月の会報で注意が喚起された、
豚流行性下痢（PED）が北埼玉で発生した。
なかなか厄介だ。昔とは違い養豚農家戸
数は数える程だが、飼育頭数は半端じゃ
ない。金の苦労、気苦労と農家は大変だ。
畜産安全課や家畜保健衛生所の先生方には
大変ご苦労様ですがこれ以上蔓延させない
様、頑張って下さい。
　また、国産の乳製品が無くなってきたと
言う。養豚、養鶏、酪農、肉牛までがダメ
なのか？“獣医師と言えば大動物”の醍醐味
はなくなってしまうのか？将来の獣医師は
産業動物では国民に貢献できなくなるの
か？それで良いのだろうか？
　₆月11日（木）には大宮ラフォーレ清水園
に於いて（公社）埼玉県獣医師会の総会が開
催されます。年に一度の総会です。会員は
会員としての権利もありますが、義務もあ
ります。是非、多くの会員の皆様の参加を
お待ちしています。� （不動）
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